
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

世
せ

界
かい

有
ゆう

数
すう

の長
ちょう

寿
じゅ

国
こく

である日本
に ほ ん

ですが、栄
えい

養
よう

の偏
かたよ

りや不
ふ

規
き

則
そく

な食
しょく

事
じ

に

よる生
せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

病
びょう

の増
ふ

えています。産
さん

地
ち

偽
ぎ

造
ぞう

や衛
えい

生
せい

面
めん

などの食
しょく

の安
あん

全
ぜん

や、

食
しょく

料
りょう

自
じ

給
きゅう

率
りつ

が低
ひく

く、海
かい

外
がい

への食
しょく

を依
い

存
ぞん

しているなど、さまざまな問
もん

題
だい

があります。 

◆早
はや

寝
ね

・早
はや

起
お

き
き

・朝
あさ

ごはんで、規
き

則
そく

正
ただ

しい

生
せい

活
かつ

リズムを身
み

につけましょう。 

毎
まい

年
とし

６月
がつ

は食
しょく

育
いく

月
げっ

間
かん

・毎
まい

月
つき

19日
にち

は食
しょく

育
いく

の日
ひ

 

◆地
ち

産
さん

地
ち

消
しょう

、その他
ほか

の食
しょく

料
りょう

の生
せい

産
さん

・流
りゅう

通
つう

・

消
しょう

費
ひ

などを確
かく

認
にん

してみましょう。 

そこで、「国
こく

民
みん

が生
しょう

涯
がい

にわたって健
けん

康
こう

で生
い

き生
い

きと生
せい

活
かつ

するために食
しょく

の大
たい

切
せつ

さを学
まな

び、経
けい

験
けん

や知
ち

識
しき

を通
とお

して豊
ゆた

かな人
にん

間
げん

性
せい

を育
はぐく

む」などを目
もく

的
てき

に、平
へい

成
せい

17（2005）年
ねん

６月
がつ

に「食
しょく

育
いく

基
き

本
ほん

法
ほう

」が制
せい

定
てい

され、国
くに

を挙
あ

げて「食
しょく

育
いく

」に取
と

り組
く

むことになりました。食
しょく

育
いく

基
き

本
ほん

法
ほう

の制
せい

定
てい

から今
こ

年
とし

で 20年
ねん

とな

りますが、食
しょく

に対
たい

する課
か

題
だい

はまだまだあり、今
こん

後
ご

も「食
しょく

育
いく

」について考
かんが

えていく必
ひつ

要
よう

があります。 

□  家
か

庭
てい

や学
がっ

校
こう

で、できることに取
と

り組
く

んでみませんか？ □ 

６月
がつ

１５日
にち

の栃
とち

木
ぎ

県
けん

民
みん

の日
ひ

、また食
しょく

育
いく

月
げっ

間
かん

にちなんで、栃
とち

木
ぎ

県
けん

や宇
う

都
つの

宮
みや

市
し

、 雀
すずめの

宮
みや

地
ち

域
いき

学
がっ

校
こう

園
えん

で

とれる食
しょく

材
ざい

を中
ちゅう

心
しん

に使
つか

った「地
ち

産
さん

地
ち

消
しょう

推
すい

進
しん

強
きょう

化
か

週
しゅう

間
かん

」を行
おこな

います。この機
き

会
かい

に、地
じ

元
もと

の農
のう

作
さく

物
ぶつ

を知
し

り、地
ち

域
いき

への関
かん

心
しん

を高
たか

めて欲
ほ

しいと思います。 

６月
がつ

16日
にち

～20 日
は つ か

 

地
ち

産
さん

地
ち

消
しょう

推
すい

進
しん

強
きょう

化
か

週
しゅう

間
かん

 

◆６月
がつ

は環
かん

境
きょう

月
げっ

間
かん

でもあります。 

残
のこ

さず食
た

べてＳＤＧｓに貢
こう

献
けん

し
ましょう。 

 使
つか

い切
き

る 量
りょう

の 食
しょく

材
ざい

を買
か

いまし

ょう。 

◆家
か

族
ぞく

で仲
なか

よく食
しょく

事
じ

をして、会
かい

話
わ

を楽
たの

しみまし

ょう。学
がっ

校
こう

では友
とも

達
だち

となごやかに食
た

べましょう。 
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